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以下の項目が正しく記載されているか確認し，○をつけること．※がついているものは必須項目ではない．

	項目
	自己

チェック
	担当記入欄

	
	
	判定
	コメント

	(1) 表紙に必要事項を記載
	
	
	

	(2) 課題の目的を記載[1]
	
	
	

	(3) ページ番号を記載
	
	
	

	(4) 図表の書き方（キャプションの位置と書き方）
	
	
	

	課題１の各項目を記入したか？
	(5) 課題１の概要[2.1]
	
	
	

	
	(6) LU分解の概要を記載[2.2]
	
	
	

	
	(7) main.cの記載 [2.3]
	
	
	

	
	(8) lu.hとlu.cの記載 [2.3]
	
	
	

	
	(9) 課題１の考察[2.4]
	
	
	

	課題２の各項目を記入したか？
	(10) 課題２の概要[3.1]
	
	
	

	
	(11) 連立方程式の解の記載（解のみで良い）[3.2]
	
	
	

	
	(12) 課題２の考察（方程式が解けた場合，解けなかった場合の理由）[3.3]
	
	
	

	(13) 参考文献の書き方[5]
	
	
	

	※　オプション課題[4]
	
	
	


[]は対応する章

1. 目的
【赤字はレポート作成の際にすべて消すこと。章立ては原則としてこのフォーマットに従うこと】プログラミング演習II課題3の目的を述べること。
2. レポート課題１

2.1 概要
レポート課題１の概要について述べること。
2.2 LU分解の概要
LU分解の概要を述べること。
2.3 プログラムリスト
main.c、lu.hとlu.cのプログラムリストを記載すること。プログラムリスト内には適切なコメントを挿入すること。
2.4 考察

連立方程式を解く過程におけるLU分解の動作を2.3で示したプログラムリストを参照しながら説明すること。
3. レポート課題２

3.1 概要
レポート課題２の概要について述べること。
3.2 連立方程式の解
2つの与えられた連立方程式の解を示すこと。解けなかった場合はその旨を示すこと。
3.3 考察
これらの連立方程式が解けた場合はその理由を説明せよ。解けなかった場合はその原因を究明し、解くための方針を示せ。
4. オプション課題（任意）
書式自由

　未着手であれば、未着手と書く。
5. 参考文献
参考にした文献の一覧を載せること。
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